
令和７年度第１回北杜市立病院経営強化プラン策定委員会 会議録 

 

１．会議名   令和７年度第１回北杜市立病院経営強化プラン策定委員会 

 

２．開催日時  令和７年８月２８日（木） 

        午後４時開会～午後５時１５分閉会 

 

３．開催場所  北杜市役所 西会議室 

 

４．出席者（敬称略） 

 出席委員  小林宏至、齊藤けさ子、藤原真史、坂本正輝、名取重幹 

草野香壽惠、茅野キヨ子 

 

 欠席委員  吉田和德 

 

事務局   福祉保健部：小尾正人（福祉保健部長） 

健康増進課：向井幹裕（課長）、篠原美恵（課長補佐）、内藤富美子（市立病院

担当リーダー）、内藤貴也（市立病院担当） 

塩川病院 ：三枝 修（院長）、秋山 貴（管理局長）、中田よりえ（事務長） 

窪田要一（総務課長） 

        甲陽病院 ：中瀬 一（院長）、安達朋之（管理局長）、花輪まゆ美（医事課長）

田中佐記子（総務課長）浅川 明（会計担当リーダー） 

        介護支援課：松野純一郎（介護支援課長）、増山さゆり（介護支援課保健指導監） 

        財政課  ：城戸潤子（財政課長） 

 

５．議  題  （１）北杜市立病院経営強化プランについて 

        （２）その他 

 

６．公開・非公開の別 

公開 

 

７．傍聴人の数 

なし 

 

 

 

 

 



８．内容 

１ 開会のことば 

２ 委嘱状の交付 

３ 市長あいさつ 

４ 自己紹介 

５ 会長・副会長の選任 

６ 会長あいさつ 

７ 議事 

 

開 会 

 

議 長：第１号議案、北杜市立病院経営強化プランについて健康増進課及び２病院の説明を求め

る。 

事務局：【資料に基づき、健康増進課・塩川病院・甲陽病院より説明】 

議 長：事務局より説明があった。これらについて質問があるか。 

委 員：塩川病院の病床数について、地域包括ケア病床の転換数は何床か。 

事務局：療養病床５４床の内、１６床転換する。病床機能の見直しをしていくために今回取り組

みにした。 

委 員：塩川病院には慢性期病床もあるが、地域包括ケア病床との関係や使い分けはどのように

考えればよいか。 

事務局：慢性期病棟は高齢者がいるので、ある程度長引く。地域包括ケア病床は回復期病床とな

り、施設に行かれるというよりは在宅復帰の支援をしていこうということで見直しをし

ていく。 

委 員：北杜市の現状ということで、高齢化率が高くなっていること、新型コロナウイルスなど

を経験する中で、北杜市の基幹医療機関である甲陽病院と塩川病院に認定看護師の配置

があればよいとずっと思っていた。そういった方々がひいては基幹病院を拠点として北

杜市全体に専門家による指導が多少でも届くといいのではと思ってきた。そういった思

いがあって資料を見たら、資料３ページに認定看護師の資格取得に関する費用を令和８

年度に計上というところがあり、経営強化プランの「時代のニーズや地域特性に即した

認定看護師を養成する」という文言を見て、地域住民のニーズに一層沿った医療・看護

サービスになると期待ができるので本当にうれしく思った。一度に養成は難しいと思う

が、ぜひ計画的に人材育成をお願いしたい。 

事務局：甲陽病院には、感染症の認定看護師が既に１名いらっしゃり活躍されている。塩川病院

では、現在、看護師の充足が難しい中で認定看護師の資格取得に向け、来年度を目途に

取り組むつもりでいる。 

委 員：評価の仕方について、昨年度も意見がでたが検討された上で、このような表記にしたの

か気になる所なので、書き方について改めて問題提起する。達成度のＡからＤだが、Ａ

Ｂは到達度を表しているが、ＣＤＥはアクションを起こしているかということで、少し

観点が異なるものが一つの評価になっている。塩川病院より甲陽病院の方が細かく記載



されている。それぞれの病院のカルチャーもあると思うが、資料の作成について両病院

ある程度統一的な所で標準化していくような取り組みが必要なのかと思う。塩川病院は

色々一生懸命やって収益が上がっているというご説明があったが、そこが取り組みを見

るとあがってこないところもあってもったいないと思うので、もったいなくならないた

めにも資料の書き方を工夫していただければと思う。少し気になったのが塩川病院で、

医師が多忙で打ち合わせの時間が確保できなかったということがあるが、市の方と連携

する中で打ち合わせ会議の時間を確保し、サポートしながら必要な会議であれば医師の

負担を増やさないような形で行えるような会議、または、ある程度詰めていった上で医

師の判断を仰ぐなど余地があると感じた。２つの病院において、病院の特色を生かしな

がら、ある程度標準的な形で取り組み、両病院の独立を目指しながら統一していけると

ころは統一することができるかもしれないと考えるが、ほかの自治体の状況を聞きたい。 

事務局：名前は差し控えさせていただくが、４００～５００の自治体に市町村立病院があり、そ

のうち４０～５０は複数の公立病院を有している。これらの自治体でも再編・統合が進

んでいるが、多くは規模の大きな病院が小さい病院を事実上吸収する形であるところ、

北杜市に関しては同じ規模の病院が２つ存在するという点で特徴的である。これには２

病院が独自性を発揮できるという利点と、同規模であるがゆえに再編統合が難しくなる

点の両面がある。 

委 員：他自治体の状況や北杜市との比較について理解した。当面は両病院この強化プランに則

ってやっていくものと理解しているが、２病院の取り組みのうち、標準化・共通化でき

るところは進めていく必要があるのではないか。また、医療機器の共同利用は昨年度難

しかったとの報告があったが、引き続き機器の共同利用などの改善策を、それぞれの病

院と健康増進課で検討し、より良い病院にしてほしい。 

議 長：評価の仕方とか、説明はいらないと言うが、そうはいっても、これについて何かあるか。 

事務局：２病院あるので、改めて評価の方法を改善し、評価基準を明確にする。 

委 員：人件費など費用が増加している。実績に合わせて目標値を修正するのか。また、診療科

ごとの収支計画や目標設定をしているのかどうか、また公立病院の特性として採算性が

とれない医療を担う役割がある中で、どのように収支の改善を検討されているのか。 

事務局：塩川病院の常勤医師は内科と整形外科となる。常勤医師の専門性から外れたところにつ

いては、非常勤医師にお願いをしており、採算性より専門的な診療を重視している。常

勤医師については内科と整形外科のみであるので全体的な評価はしているが科別での検

討はない。 

事務局：診療科の見直しについて、非常勤医師で設置している診療科には常勤医師の派遣要請の

過程で非常勤になっているという経過がある。医局への派遣要請においては信頼関係が

必要であり、常勤医師の確保を要請している現段階では見直しの計画は考えていない。

今後、医師確保の見通しが無くなれば診療科の整理はありえる。もちろん、不採算の状

況は経営効率化の面から把握していく。 

事務局：経営強化プラン数値については、プランの目標値そのものは変えないが、実績を踏まえ、

翌年度の取り組み目標についてはその都度検討していく。 

委 員：経営強化プランの数値に関して伺いたい。課題ごとの数値目標に対してどの程度の達成



度かは、それぞれの病院と健康増進課の方で、毎年度目標値を更新してく予定か。 

当初のプランの目標に従っているだけで挽回できるか難しい状況にあるので、数値目 

標の検証や変更についても検討をお願いしたい。 

議 長：ほかにご質問はよろしいか。それでは第１号議案、北杜市立病院経営強化プランについ

ては以上とする。 

議 長：続いて第２号議案、その他についてあるか。 

ないようなので、今日の議事は以上である。 

 

８ 閉 会 


